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ボウリング選手権大会

2023年9月30日（土）・10月1日 (日)

東京ポートボウル



視覚障害者とボウリングをするために 

 

多様な見え方 

 視覚障害者ボウラーと一言で言っても、ピンもレーンも全く見えない全盲の人から、ガ

ターとレーンの色の違いだけは分かったり、単眼鏡を用いて自分のスコアが確認できたり

する弱視の人まで、その見え方は多様です。弱視の人の見え方は、視野の周辺しか見えな

い、あるいは中心しか見えない、明るい所が苦手、暗い所が苦手など様々です。また、生

まれつき見えない・見えにくい状態の人とある程度の年齢になってから、そのような状態

になった人がいます。 

 視覚障害者の視力・視野・目の病気・失明の時期・経験などによって、必要な配慮が異

なります。 

 

視覚障害者ボウラーと接する際の留意点 

（１）声かけ  

視覚障害者は、近くに人がいるか、誰がいるかが分かりにくいので、自分から声をかけ

ることが困難です。積極的に声かけをして、コミュニケーションをとってください。 

・まず、名前を呼んでください。 

名前を呼ぶことで、視覚障害者は声かけされていることがわかります。名前がわからない

場合は、視覚障害者の肩や腕などに軽く手を触れると良いです。 

・次に自分の名前を伝えてください。 

声だけでは誰と話をしているのか判断しにくいことがあります。 

（２）ガイドの仕方 

全盲の人は、移動の際にガイドを必要とすることがあります。ガイ

ドをする時には自分の肘を持ってもらってください（肩の上に手を

置いてもらうこともあります）。ガイドする人は半歩前を歩いてくだ

さい。障害物や段差がある際には、言葉で知らせてください。視覚障

害者は先を進むガイドの肘から段差の大きさを知るので、腕は上下

に動かさないように気を付けてください。椅子への誘導は、背もたれ

などに手を添えるとよいです。視覚障害者から離れる場合は、必ず声

をかけてください。 

（３）言葉による説明 

 視覚障害者は周囲の状況を把握することが困難なことが多いので、言葉で情報を説明し

てください。説明をする際には、以下の点に気を付けましょう。 

・早口になりすぎないようにはっきりと発音してください。 

・「あっち」「こっち」「そこ」などの指示代名詞を使った説明を避けて、具体的に表現し

てください。 

・単語のみの表現では、状況が正しく伝わらないことがあるので、なるべく文章による表

現を心がけてください。例：「段差」ではなく、「今から一段下がりま

す・上がります」 

・向き合っている時、左右を間違えないように注意してください。 

・方向を示す際に時計の文字盤で表現することも可能です。例：「1  

時の方向に受付があります」 

 









小さな掛金、大きな補償

令和4年12月作成　22TC-100081

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課 公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（令和5年4月予定）〉
あいおいニッセイ同和  共栄火災  損保ジャパン  大同火災  東京海上日動  日新火災  三井住友海上  AIG損保

　   0120-233-801
（平日9：00～17：00）

本広告はスポーツ安全保険の概要を掲載しており、ご加入の際には、必ず「スポーツ安全保険のあらまし」及び「重要事項説明書」をよくお読みください。詳
細は保険約款及び特約書によりますが、ご不明の点については（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保険（株）へお問い合わせください。

検索スポーツ安全保険

A4

保険期間

令和5年4月1日午前0時から
令和6年3月31日午後12時まで

保険内容

詳しい保険の内容は、
ホームページなどをご覧ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

友だち募集中！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
お
手
続
き

加入対象者 補償対象となる団体・グループ活動

子ども

加入区分・掛金

（中学生以下）

※

子ども
（中学生以下）

※
全年齢

大人
（高校生
以上）

大人
（高校生
以上）

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象

スポーツ活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

危険度の高いスポーツ（指導・審判を含む）

●スポーツ活動中の事故は補償の対象外です。

●A2区分で対象となる活動も補償されます。

文化活動 ボランティア活動 地域活動

文化活動 ボランティア活動 地域活動
準備・片付け・応援・団体員の送迎

年間掛金
（1人当たり）

A1

A1

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象C

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象B

AW

A2

D

800円

1,850円

1,200円

800円

1,450円

4,850円

5,000円

11,000円

C
64歳以下

CW
64歳以下

BW
65歳以上

B
65歳以上

加入区分

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。※特別支援学校高等部の生徒を含みます。
（注）C・B・CW・BW区分の年齢の判断は「令和5年4月1日」を基準とします。

（
個
人
活
動
補
償
型
）

ワ
イ
ド
コ
ー
ス

パソコン･スマホで
 だれでも、かんたん
  便利に使いやすい！
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独立行政法人日本スポーツ振興センター「スポーツ振興基金助成事業」
公益財団法人スポーツ安全協会「スポーツ普及奨励助成事業」

第20回　全日本視覚障害者ボウリング選手権大会
― 2023年9月30日・10月1日 ―

【主催】
　一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング協会
　公益財団法人全日本ボウリング協会

【後援】
　公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会
　公益社団法人日本ボウリング場協会
　東京ボウリング場協会
　筑波大学附属視覚特別支援学校（盲学校）後援会

【協力】
　日本ボウリング機構
　東京都ボウリング連盟
　東京ポートボウル

【大会協賛】
　MK チャリティカップ実行委員会
　大塚製薬株式会社
　株式会社イースタンスポーツ
　株式会社ジェイ・ティー・アール
　株式会社つなひろワールド
　バークレイズ証券株式会社
　ビッグホリデー株式会社

【協会スポンサー】
　医療法人社団済安堂井上眼科病院
　MK チャリティカップ実行委員会
　株式会社新お茶の水ファーマシー
　株式会社ジェイ・ティー・アール
　株式会社メガネ・コンタクトの井上
　株式会社 RYU
　全国化粧品日用品卸連合会
　TYPHOON
　ビッグホリデー株式会社

【会場】
　東京ポートボウル
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　2002年、初めての世界選手権大会がフィンランドでおこなわれた年に、こ
の全日本視覚障害者ボウリング選手権大会の第１回大会を開催いたしまし
た。2020年、2021年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催が
叶いませんでしたが、今年は節目となる第20回の大会となりました。大会を
通じて、各選手の競技力が向上し、選手、役員等、全ての参加者の親睦が深
まることを期待しております。
　ボウリングは、ピンの大きさやレーンの長さなどのプレイ環境が常に一定
であり、安定したフォームを身につけることで、スコアが向上します。また、
ボールがピンを倒す音によって、爽快感を味わうことができます。そのよう
な点で、ボウリングは視覚障害者にとって取り組みやすく、充実感の得られ
るスポーツです。
　国内での大会に加えて、IBSA（国際視覚障害者スポーツ連盟）の大会や、
2023年からスタートした ABF（アジアボウリング連盟）のパラボウリング
選手権大会、2018年から開催されているワールドパラボウリングツアー等、
継続的な国際大会も開催されており、競技者として大きな目標に向かって努
力することも可能です。
　当協会としては、視覚障害者ボウリングの普及・発展に力を入れておりま
す。本大会を通じて、多くの皆様に視覚障害者ボウリングの魅力を知ってい
ただき、今後の競技者並びに支援者がさらに増えることを願っております。
そのための取り組みとして、大会のダイジェスト動画を作成し、協会のホー
ムページで公開いたします。
　本大会の第２日目には、昨年度に引き続き、公益財団法人全日本ボウリン
グ協会から推薦された健常者のナショナルチームメンバーを招き、視覚障害
ボウラーと健常者ボウラーのチームによる、ベーカー方式でのインクルーシ
ブチーム戦をおこないます。障害の有無に関わらず、選手同士が協力してプ
レイする姿を、多くの方々に見ていただければと願っております。
　最後に、当協会は設立当初より、公益財団法人全日本ボウリング協会、公益
社団法人日本ボウリング場協会、また各都道府県のボウリング連盟のご協力
をいただき、選手の練習会や審判・補助員の講習会の開催、ガイドレール設置
ボウリング場数の拡大をおこなってまいりました。その結果、視覚障害者ボウ
リングの環境も徐々に充実し、多くの方々のご理解とご支援をいただけるよう
になりました。このように大会が盛大に開催できることは、関係者の皆様方の
ご支援とご協力の賜物です。本大会および当協会の活動に助成、後援、協力、
協賛いただきました各団体・個人の皆さま方に深く感謝申し上げます。

ご挨拶

一般社団法人　全日本視覚障害者ボウリング協会
会長　青松　利明
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　第20回全日本視覚障害者ボウリング選手権大会が今年も、公益財団法人ス
ポーツ安全協会の「スポーツ普及奨励助成事業」として、公益財団法人日本
パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会をはじめ多くのご後援を賜り、
盛大に開催できますことは、この上ない喜びです。
　ボウリングは、競技者同士で競い合うことも、自身が設定した目標に挑戦
することもできるスポーツです。そして、だれもが同じレーンで、ともにプ
レーできることは、ボウリングの最大の特長と言えるでしょう。
　本大会には、これらの特長がすべて盛り込まれています。シングルス戦と
ブラインドボウラーと健常者ボウラーを含むチーム編成で競い合う「インク
ルーシブチーム戦」があります。それぞれに競技としての面白さや難しさが
あります。
　ご参加の中には、日本のトップとして活躍されているボウラーや、初めて
大きな大会に挑戦されるボウラーなど、様々なボウラーがおられると存じま
すが、自身の目標に向かって果敢に挑戦してください。そして、選手同士で
尊重し支え合うことのすばらしさを体感していただけたらと願っておりま
す。
　終わりに、ご後援、ご協力されました関係団体、関係各社、ボランティア
の皆様、ならびに会場の東京ポートボウル様に厚く御礼を申し上げ、ごあい
さつといたします。

ごあいさつ

公益財団法人　全日本ボウリング協会
会長　北川　薫
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　「第20回全日本視覚障害者ボウリング選手権大会」の開催を、公益社団法
人日本ボウリング場協会を代表して、心よりお祝いを申し上げます。
　視覚障害者のボウリング競技普及と、視覚障害者ボウリング関係者の交流、
障害者をとりまくスポーツ環境の充実、および障害者の自己実現と社会参加
の促進を目的として、このように盛大に意義深い全日本選手権大会が開催さ
れますことに、毎年のことですが大きな感銘を覚えております。
　青松会長をはじめとする一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング協会の
皆様に敬意を表しますとともに、このような意義深い素晴らしい大会に参加
される選手皆様のご健闘を心より祈念申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが見直され、ボウリン
グ場にもお客様の笑顔と歓声が戻ってまいりました。
　ここまで長引いたコロナ禍をボウリング場が耐え抜くことができましたの
は、今大会にも参加されているボウラー皆様の支えがあったからこそです。
　ボウリングをはじめとするスポーツに対し、視覚障害者の皆様がますます
積極的に参加されるようになってきていることを、ボウリング場協会の役員
として本当に嬉しく思っている次第でございます。
　ご出場される選手の皆様がお持ちの力と技を思う存分発揮し、ボウリング
を楽しみ、仲間との友好の輪を広げてください。
　ボウリングというスポーツが持つ醍醐味を、心の底から味わってください。
　選手そして観客の皆様お一人お一人のその気持ちが、必ずやボウリングの
振興につながっていくと信じております。
　最後になりましたが、本大会の開催に当りご支援、ご協力を賜りました関
係各位に深く感謝を申し上げますとともに、全日本視覚障害者ボウリング協
会の今後ますますのご発展を心から祈念申し上げまして、ご挨拶とさせてい
ただきます。

ご挨拶

公益社団法人　日本ボウリング場協会　
顧問　池田　朝彦
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No. クラス 性別 氏名 ふりがな 都道府県等
101 B1 男性 井上　直也 いのうえ　なおや 東京都
102 B1 男性 梅津　茂俊 うめつ　しげとし 福岡市
103 B1 男性 谷口　光春 たにぐち　みつはる 仙台市
151 B1 女性 井上　智恵美 いのうえ　ちえみ 広島市
152 B1 女性 江村　圭巳 えむら　たまみ 東京都
201 B2 男性 大沼　光雄 おおぬま　みつお 仙台市
202 B2 男性 木口　智正 きぐち　ともまさ 東京都
203 B2 男性 小林　和明 こばやし　かずあき 福岡県
204 B2 男性 比嘉　一盛 ひが　かずもり 沖縄県
205 B2 男性 堀内　清 ほりうち　きよし 北海道
206 B2 男性 森　透 もり　とおる 奈良県
251 B2 女性 岩下　由美子 いわしたゆみこ 福岡市
252 B2 女性 信太　紀子 しだ　のりこ 横浜市
253 B2 女性 豊島　君代 とよしま　きみよ 東京都
254 B2 女性 藤原　智子 ふじわら　ともこ 福岡県
301 B3 男性 阿部　安浩 あべ　やすひろ 東京都
302 B3 男性 石川　剛行 いしかわ　たけゆき 東京都
303 B3 男性 井上　徳浩 いのうえ　のりひろ 広島市
304 B3 男性 尾﨑　登志夫 おざき　としお 福岡県
305 B3 男性 清杉　政敏 きよすぎ　まさとし 札幌市
306 B3 男性 五味　龍二 ごみ　りゅうじ 東京都
307 B3 男性 島村　晴彦 しまむら　はるひこ 東京都
308 B3 男性 高井　康宏 たかい　やすひろ 東京都
309 B3 男性 戸川　和夫 とがわ　かずお 東京都
310 B3 男性 三苫　典之 みとま　のりゆき 福岡市
311 B3 男性 渡辺　馨 わたなべ　かおる 東京都
351 B3 女性 尾形　真実 おがた　まみ 宮城県
352 B3 女性 岸　恵 きし　めぐみ 横浜市
353 B3 女性 多和田　まき たわた　まき 沖縄県
354 B3 女性 森澤　亜希子 もりさわ　あきこ 東京都

401 JBC 男性 菅野　直人 かんの　なおと 神奈川県
402 JBC 男性 齋藤　大哉 さいとう　だいや 埼玉県
403 JBC 男性 佐々木　士門 ささき　しもん 東京都
404 JBC 男性 高橋　宏輔 たかはし　こうすけ 茨城県
405 JBC 男性 立花　仁貴 たちばな　ひろき 兵庫県
406 JBC 男性 廣岡　光希 ひろおか　みつき 埼玉県
451 JBC 女性 石本　恵梨奈 いしもと　えりな 学生連合
452 JBC 女性 入江　菜々美 いりえ　ななみ 三重県
453 JBC 女性 高田　真帆 たかだ　まほ 神奈川県
454 JBC 女性 矢野　彩花 やの　あやか 東京都

第20回　全日本視覚障害者ボウリング選手権大会
参加選手
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2023年９月30日（土）　個人戦
　08：30　選手受付
　09：00　開会式
　09：20　前半（３ゲーム）
　10：45　後半（３ゲーム）
　12：15　準決勝（１ゲーム）
　12：30　�JBC推薦選手予選（３ゲーム）
　12：45　決勝（１ゲーム）

2023年９月30日（土）
　〈開会式〉
　 １．開式通告
　 ２．国歌吹奏
　 ３．主催者挨拶　一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング協会　会長　青松　利明
　 ４．来賓挨拶　　公益社団法人日本ボウリング場協会　顧問　池田　朝彦
　 ５．選手宣誓　　B2クラス　堀内　清　選手（北海道）
　 ６．閉式通告

2023年10月１日（日）
　〈インクルーシブチーム戦開会式〉
　１．開式通告
　２．主催者挨拶
　　　公益財団法人全日本ボウリング協会　常務理事　不破　伸二
　３．閉式通告
　〈表彰式・閉会式〉
　１．開式通告
　２．表彰
　　　各クラス個人戦ハイゲーム賞
　　　各クラス個人戦（１～３位）
　　　インクルーシブチーム戦（１～３位）
　３．主催者挨拶　一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング協会　会長　青松　利明
　４．閉式通告

2023年10月１日（日）
� インクルーシブチーム戦
　08：15　選手受付
　09：00　�インクルーシブチーム戦 

開会式
　09：10　前半（３ゲーム）
　10：25　後半（３ゲーム）
　12：00　準決勝（１ゲーム）
　12：30　決勝（１ゲーム）
　13：00　表彰式、閉会式

第20回　全日本視覚障害者ボウリング選手権大会
【日程】

【式次第】
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１　原則
　�　この規則に定める以外は、公益財団法人全日本ボウ

リング協会競技規則及び国際視覚障害者スポーツ連
盟、視覚障害者用テンピン・ボウリング・ルールによ
るものとする。

２　クラス分類
　　B1：�LogMar2.6より視力が低い（小数視力換算：

0.0025未満）
	� 競技中はアイマスクまたはアイシェードの着

用を義務付ける
　　B2：�視力LogMar1.5～2.6（小数視力換算：0.0025

～0.032）および・または視野直径10度以内
　　B3：�視力LogMar1.4～1.0（小数視力換算：0.04～

0.1）および・または視野直径40度以内
　　※�B1からB3のクラス分けに該当しない場合で、身体

障害者手帳を有している場合は B3クラスとする。
　　※視力は矯正視力の良いほうの目で評価する
　　※�視野はゴールドマン視野計のⅢ /4e の直径の範囲

で評価する
　　☆�LogMAR（ログマー）とはIBSA（国際視覚障害者

スポーツ連盟）のクラス分けに使用されている視
力の程度を表す単位

　　　�日本では一般的に小数視力が使われており、数値
が低いほど低視力となる。一方、LogMARは数値
が大きいほど低視力となる。

３　競技種目
　１）個人戦
　　�　個人戦はクラス別（B1、B2、B3）、男女混合で実

施する。女子選手には１ゲームにつき10点のハンデ
ィキャップを加算する。予選６ゲームの総得点で順
位を決定し、上位４名を決勝進出者とする。

　　�　決勝第１ラウンドは予選の１位対４位、２位対３
位で１ゲームマッチを行い、敗れた２名が３位とな
る。第１ラウンドを勝ち上がった２名が更に１ゲー
ムマッチを行い１位と２位を決定する。同点の場合
は、一投ずつのプレーオフを差がつくまで行う。

　２）インクルーシブチーム戦
　　�　インクルーシブチーム戦は男女混合とし、原則１

チーム視覚障害者３名と健常者１名で実施する。
チーム編成は個人戦（予選）の結果によりおこなう。

　　�　競技はベーカー方式とする。予選６ゲームの総得
点で順位を決定し、上位４チームを決勝進出チーム
とする。決勝第１ラウンドは予選の１位対４位、２
位対３位で１ゲームマッチを行い、敗れた２チーム
が３位となる。第１ラウンドを勝ち上がった２チー
ムが更に１ゲームマッチを行い１位と２位を決定す
る。同点の場合は、一投ずつのプレーオフを差がつ
くまで行う。

４　補助具等
　１）ガイドレール
　　�　B1、B2選手については、必要に応じて方向確認の

ためのガイドレールを主催者が設置する。なお、ガ
イドレールは原則として2022年度に開発された「視
覚障害者ボウリング用コンパクト収納型ガイドレー

ル」を使用する。ガイドレールは長さ370cmで、高
さは４段階（84cm、89cm、94cm、99cm）に設
定できるが、希望がない限り、94cm とする。ガイ
ドレールのアプローチ上の設置位置は投球レーンと
そのガターの範囲であれば、選手が自由に決めるこ
とができる。

　　�　なお、従来のアメリカ式ガイドレールを希望する
場合は、参加申し込みの際に申し出ること。

　２）アイマスク
　　�　原則として B1選手はアイシェードまたはアイマ

スクを準備し、正しく着用する。

５　競技方法
　１）個人戦
　　�　個人戦では、B1選手および B2のガイドレール使

用選手はシングルレーン方式とする。B2のガイド
レールを使用しない選手と B3選手はデュアルレー
ン方式とする。

　　�　B2クラスの準決勝・決勝においてガイドレールを
使用する選手と使用しない選手が対戦する場合は、
シングルレーン方式とする。

　２）インクルーシブチーム戦
　　�　インクルーシブチーム戦は、１ボックスに１チー

ムとする。ガイドレールを使用する選手と使用しな
い選手は異なるレーンで投球する。

６　レーン配当
　�　レーン配当は主催者が決定する。個人戦は１レーン

につき１名とする。

７　競技中のサポート等
　�　競技中のサポートは、原則として競技役員のみとす

る。競技役員は各ボックスに１名ないし２名が配置さ
れる。競技役員は選手の以下の要望に応えるものとす
る。

　①アプローチ上の誘導
　②残ピン及び投球後のボールの方向確認
　③投球動作前の立ち位置の確認
　④スコア確認
　⑤ボールピックアップの補助

８　禁止事項
　１�）投球する前にファールラインを超えての位置確認

はできない。
　２）投球動作時の介助及び言葉による指示はできない。
　３�）ガイドレールは、方向確認のみに使用するものと

し、バランスをとるために使用してはならない。
　４�）マット・テープ・パウダーの使用等、競技場の物

理的な変更をしてはならない。

９　服装
　�　服装については、競技にふさわしい服装で臨むこと。
　�　ポロシャツなど襟付きのシャツと長ズボンやスラッ

クスを着用のこと。女子は、スカート、ショートパン
ツを着用しても良い。

第20回　全日本視覚障害者ボウリング選手権大会
競技規則
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大会名誉会長 北　川　　　薫 （公財）全日本ボウリング協会　会長
大会会長 青　松　利　明 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　会長
大会副会長 吉　岡　英　隆 （公財）全日本ボウリング協会　副会長
　　〃 丹　羽　秀　樹 （公財）全日本ボウリング協会　副会長
　　〃 窪　田　　　洋 東京都ボウリング連盟　会長
　　〃 上　野　文　雄 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　副会長
大会顧問 池　田　朝　彦 （公社）日本ボウリング場協会　顧問
　　〃 東海林　忠　勝 株式会社芝浦エデン　代表取締役社長

東京ボウリング場協会　会長
大会委員長 齋　藤　良太郎 （公財）全日本ボウリング協会　専務理事・事務局長
大会副委員長 不　破　伸　二 （公財）全日本ボウリング協会　常務理事

（一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　強化委員会委員
大会副委員長 西　林　康　憲 （公財）全日本ボウリング協会　常務理事
大会総務委員長 鮫　島　千惠子 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　理事
大会総務副委員長 窪　田　　　洋 東京都ボウリング連盟　会長
大会総務委員 田　中　裕　之 東京都ボウリング連盟　副会長
大会競技委員長 田　原　庄　治 東京都ボウリング連盟　副会長
大会競技副委員長 飯　島　祥　行 （公財）全日本ボウリング協会　理事

東京都ボウリング連盟　理事
大会審判委員長 水　野　和　男 東京都ボウリング連盟　理事
大会審判副委員長 佐　藤　一　雄 東京都ボウリング連盟　理事
大会記録委員長 阿　部　信　隆 東京都ボウリング連盟　理事
大会記録副委員長 鈴　木　信　吾 （公財）全日本ボウリング協会　職員
大会事務局長 佐　藤　紀　子 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　事務局長
大会事務局次長 荒　井　義　之 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　強化委員会委員
大会事務局 青　松　紀　野　・　上　田　暢　子　・　岡　村　原　正

叶　　　和　子　・　金　　　惠　珍　・　熊　谷　理　恵
杉　山　眞理子　・　鈴　木　隆　将　・　藤　林　房　子
森　恵　美　　　・　山　下　知　且

大会補助員 東京都ボウリング連盟会員
日本体育大学荏原高等学校ボウリング部部員
井上眼科グループ職員

大会ドクター 青　島　　　優 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　ドクター
大会トレーナー 富　井　利　一 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　トレーナー

塚　田　鉄　平 （一社）全日本視覚障害者ボウリング協会　トレーナー

第20回　全日本視覚障害者ボウリング選手権大会
役　員
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